
第１回高知県事前復興まちづくり計画

策定指針検討会

日 時：令和３年２月２０日（土）

13 時 30 分～15 時 30 分

場 所：高知城ホール ４階 多目的ホール

次 第

１ 開 会

２ 検討会設立趣旨について

３ 検討会設置要綱について

４ 検討会委員長選出

５ 議 事

（１） 高知県のこれまでの取組

（２） 事前復興まちづくり計画の必要性

（３） 高知県事前復興まちづくり計画策定指針の構成

（４） 高知県における事前復興まちづくり計画策定の基本理念

（５） 東日本大震災における復興まちづくりの事例

６ 閉 会
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検討会の設立趣旨

　東日本大震災などの大規模災害発生時には、行政は、
人命を最優先した業務に追われ、さらに災害対応の業務
量が膨大となるなかで、住民に復興まちづくり計画を示
し、住民との合意形成を図る必要がある。

　しかしながら、東日本大震災では災害対応や被災者支
援などの対応に追われ、復興まちづくり計画の基礎とな
る計画がなかったなど様々な課題が発生し早期の計画策
定が困難であったことから、国の直轄調査等の支援を受
けて復興まちづくり計画を策定し、住民との合意を図っ
たものの、復興事業の着手までには長期間を要した。

　切迫度が年々高まっている南海トラフ地震では、被害
が東海から九州までの広範囲に及ぶことが想定されてい
るため、国からの十分な支援が期待できない。

　地域の復興に時間を要すると、住民や企業は疲弊し、
再建する意欲を失い、早期再建のためにまちを離れ、避
難先でそのまま定住する事態を招くなど、地域の活力が
失われ、まちの存続が危うくなる。

　これらのことから、市町村が発災後速やかに復興まち
づくりに着手するための事前準備を支援する「高知県事
前復興まちづくり計画策定指針」を策定する。

検討会等の取組フロー

高知県事前復興まちづくり計画策定指針検討会　設立趣旨　

高知県事前復興まちづくり計画策定指針
（素案）の検討

東日本被災地における復興取組
事例の整理・分析

被災市町への
アンケート調査（15市町）

課題整理と方向性の検討
（第1回検討会意見への対応）

県内沿岸19市町村への
意見照会及び分析
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第１回検討会（R3.2.20)

第2回検討会（R3.8　頃）

高知県事前復興まちづくり計画策定指針
（案）の検討

第2回検討会意見への対応

第3回検討会（R4.1　頃）
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沿岸19市町村との勉強会
事前復興まちづくり計画の検討



高知県事前復興まちづくり計画策定指針検討会設置要綱

（目 的）

第１条 南海トラフ地震の津波により甚大な被害が想定される地域において、市町村

が発災後速やかに復興まちづくりに着手するための事前準備を支援する「高知県事

前復興まちづくり計画策定指針」（以下、「指針」という。）について検討するため、

高知県事前復興まちづくり計画策定指針検討会（以下「検討会」という。）を設置

する。

（所掌事項）

第２条 検討会は、指針の策定にあたり、次の各号に掲げる事項について検討するも

のとする。

（１）指針の構成に関すること。

（２）基本理念に関すること。

（３）基本的な考え方に関すること。

（４）市町村における事前復興まちづくり計画策定の進め方に関すること。

（５）前各号に掲げるもののほか、指針の策定のために必要な事項に関すること。

（構 成）

第３条 検討会は、別表に掲げる委員で構成する。

２ 検討会には委員の互選により委員長を置く。

３ 委員長は検討会を代表し、会務を総括する。

（会 議）

第４条 検討会の会議は、委員長が招集し、その議長となる。

２ 委員長は、必要に応じて検討会の会議に委員以外の者を出席させて意見を聴取す

ることができる。

（代 理）

第５条 委員はやむを得ない事情により会議に出席できないときは、当該委員の属す

る機関の者を代理者として出席させることができる。

（事務局）

第６条 検討会の事務局は、高知県危機管理部南海トラフ地震対策課に置く。

（雑 則）

第７条 この要綱に定めるもののほか、検討会の運営に関し必要な事項は、別に定め

る。

附 則

１ この要綱は、令和３年２月１日から施行する。

２ 第３条の規定にかかわらず、委員長選出までの間は、高知県危機管理部南海トラ

フ地震対策課長が会議を招集する。
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